


一般的にエポキシ樹脂系の接着剤が
使用されている



一般的なエポキシ樹脂系接着剤の問題点

Â硬化時間が長い：10℃下において24時間程度

20℃下において12時間程度

Â5℃以下の低温下では硬化しない

Â湿潤面での接着不良

⇒課題をクリアするためアクリル樹脂を用いた接着系

あと施工アンカーＲアンカーを開発
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Â - 10℃の低温下でも施工が可能

Â硬化時間が短い: 夏用樹脂：25℃下において70分程度

冬用樹脂：5℃下において120分程度

Â湿潤面への施工が可能

Â混合比をラフな比率にしても強度低下が少ない

Â硬化収縮率が小さくなるよう改善

Â粘度が高い⇒横向き・上向き施工が可能
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Âエポキシ樹脂

Âアクリル樹脂

※アクリル樹脂では，パイプ・シール材の
設置・撤去，樹脂計量・攪拌作業が不要

約79％の工程短縮が可能

シール材の硬化に最
低でも1日間，待ち
時間が必要である

エポキシ樹脂材の硬化
に最低でも1日間，待
ち時間が必要である

シール材・パイプの
撤去作業に時間をと
られる
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従来工法の概要

⇒抜き取り可能な接着系あと施工アンカーボルト
「Ｒアンカー」を開発
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全ネジボルトに特殊コーティング

Ｒアンカーの概要図
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引張試験状況



9アクリル樹脂を使用したあと施工アンカーボルトの強度は，エポキシ
樹脂を使用した場合と同等の強度であることを確認した．

荷重－変位関係（エポキシ樹脂との比較）
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引張試験状況

試験ケース一覧
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case1の約1/2倍

アクリル樹脂は孔内が湿潤状態でも，乾燥状態と同等の挙動を示した．

荷重－変位関係（孔内乾湿状況による比較）
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引張試験状況

試験ケース一覧
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荷重－温度関係（樹脂の種類による比較）
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アクリル樹脂は- 10℃～5℃の全ての温度で，設計耐力
以上の耐力が発現していた．
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ワイヤーブリッジ

Ｒアンカー

４. Ｒアンカー施工事例
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施工件数：61件、施工本数：30,748本（H26～R6.3現在)








